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入  札  説  明  書 

 

国立大学法人東海国立大学機構の特定調達契約に係る入札公告（令和 6 年 12 月 6 日付け）に基

づく入札等については、東海国立大学機構における政府調達に関する協定その他国際約束に係る物

品等又は特定役務の調達取扱細則（以下「細則」という。）、東海国立大学機構発注工事請負等契

約取扱要項及び入札公告に定めるもののほか、この入札説明書によるものとする。 

 

１ 契約責任者等 

(1) 契約者名    国立大学法人東海国立大学機構 機構長 松尾 清一 

(2) 契約責任者   国立大学法人東海国立大学機構 財務担当理事 

(3) 所属部局名   国立大学法人東海国立大学機構 

    ◎調達機関番号 415  ◎所在地番号  23 

(4) 所在地    〒464-8601 名古屋市千種区不老町 1 

 

２ 調達内容 

(1) 品目分類番号   24 

(2) 購入等件名及び数量  ブタ用大型アイソレーター 一式 

(3) 調達件名の特質等  詳細は、別冊仕様書による。 

(4) 納入期限   令和 7 年 7 月 31 日 

(5) 納入場所  岐阜大学高等研究院指定の場所 

(6) 入札方法 

落札者の決定は、最低価格落札方式をもって行うので、 

① 競争加入者又はその代理人（以下「競争加入者等」という。）は、物品代金の前金払の

有無、前金払の割合又は金額、部分払の有無又はその支払回数等の契約条件を別冊契約書

（案）及び東海国立大学機構物品供給契約基準（以下「契約基準」という。）に基づき十分

考慮して入札金額を見積るものとする。 
 また、購入物品の本体価格のほか、輸送費、保険料、関税等納入に要する一切の諸経費を

含め入札金額を見積るものとする。  

② 落札決定に当たっては、電子入札システムに入力された金額に当該金額の 10 パーセン

トに相当する額を加算した金額（当該金額に 1 円未満の端数があるときは、その端数金額

を切り捨てた金額とする。）をもって落札価格とするので、競争加入者等は、消費税及び

地方消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積もった契約金額

の 110 分の 100 に相当する金額を電子入札システムに入力しなければならない。 

(7) 入札保証金及び契約保証金 免除 
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３ 競争参加資格 

(1) 次の事項に該当する者は、競争に参加する資格を有さない。 

① 成年被後見人、未成年者（婚姻又は営業許可を受けている者を除く。）、被保佐人及び

被補助人並びに破産者で復権を得ない者 
 なお、未成年者、被保佐人及び被補助人であって、契約締結に必要な親権者、後見人、

保佐人又は補助人の同意を得ている者を除く。 

② 以下の各号のいずれかに該当し、機構から参加制限を受けている期間中の者（これを代

理人、支配人その他の使用人として使用する者についてもまた同様とする。） 

(ｱ) 契約の履行に当たり故意に工事若しくは製造を粗雑にし、又は物件の品質若しくは数

量に関して不正の行為をしたとき 

(ｲ) 公正な競争の執行を妨げた者又は公正な価格を害し若しくは不正の利益を得るため

に連合したとき 

(ｳ) 落札者が契約を結ぶこと又は契約者が契約を履行することを妨げたとき 

(ｴ) 監督又は検査の実施に当たり職員の職務の執行を妨げたとき 

(ｵ) 正当な理由がなくして契約を履行しなかったとき 

(ｶ) この項（この号を除く。）の規定により一般競争に参加できないこととされている者

を契約の締結又は契約の履行に当たり、代理人、支配人その他の使用人として使用した

とき 

(2) 国立大学法人東海国立大学機構（以下「機構」という。）が認定した競争参加資格又は、

文部科学省競争参加資格（全省庁統一資格）において、令和 7 年度に東海・北陸地域の「物

品の販売」の A、B 又は C 等級に格付けされている者であること。 
 なお、競争参加資格を有しない競争加入者は、速やかに資格審査申請を行う必要がある。

本学における競争参加資格に関する問い合わせ先は、次のとおり。 

〒464-8601 名古屋市千種区不老町 1 
国立大学法人東海国立大学機構財務部財務課総括グループ 
TEL 052-789-2057 

(3) 入札公告において法令等の定めによる許認可等に基づいて営業を行う必要がある者から

調達する場合にあっては、その許認可等に基づく営業であることを証明した者であること。 

(4) 入札公告において国際規格・日本工業規格等を指定した場合にあっては、当該規格の物品

を納入できることを証明した者であること。 

(5) 入札公告において特定銘柄物品名又はこれと同等のものと特定した場合にあっては、これ

らの物品を納入できることを証明した者であること。 

(6) 入札公告において研究開発の体制が整備されていることとした場合にあっては、当該体制

が整備されていることを証明した者であること。 

(7) 入札公告においてアフターサービス・メンテナンスの体制が整備されていることとした場

合にあっては、当該体制が整備されていることを証明した者であること。 
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(8) 公正性かつ無差別性が確保されている場合を除き、本件調達の仕様の策定に直接関与して

いない者であること。 

(9) 本件調達の入札において、「私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律」（昭和

22 年法律第 54 号、以下「独占禁止法」という。）に違反し、価格又はその他の点に関し、

公正な競争を不法に阻害するために入札を行った者でないこと。 

(10) 契約責任者から取引停止の措置を受けている期間中の者でないこと。 

 

４ 入札書類の提出場所等 

(1) 入札書類並びに入札公告及び入札説明書に示した物品を納入できることを証明する書類

（以下「納入できることを証明する書類」という。）の提出場所、契約条項を示す場所並び

に問い合わせ先 

〒464-8601 名古屋市千種区不老町 1 

国立大学法人東海国立大学機構財務部経理第一課契約グループ 日比野 真奈 

TEL 052-789-5666 

(2) 入札説明会の日時及び場所 

実施しない 

(3) 入札書類の受領期限 

令和 7 年 1 月 28 日 17 時 00 分 

（一般書留郵便あるいは同等の発送方法により提出する場合には、本期限までに前記４

の(1)の住所において機構の職員が受領すること。） 

(4) 入札書類の提出方法 

① 競争加入者等は、別冊の仕様書、図面、契約書（案）及び契約基準を熟覧のうえ入札し

なければならない。この場合において、当該仕様書等に疑義がある場合は、前記４の(1)
に掲げる者に説明を求めることができる。 

(5) 入札の無効 

入札において次の各号の１に該当するものは、これを無効とする。 

① 入札公告及び入札説明書に示した競争参加資格のない者の提出したもの 

② 入札公告及び入札説明書に示した競争加入者等に要求される事項を履行しなかった者の

提出したもの 

③ 細則第 10 条第 3 項の規定に基づき電子入札システムに金額を入力した場合で、当該資

格審査が開札日時までに終了しないとき又は資格を有すると認められなかったときのもの 

④ その他入札に関する条件に違反したもの 

(6) 入札の延期等 
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競争加入者等が相連合し、又は不穏の挙動をする等の場合であって、競争入札を公正に執

行することができない状況にあると認められるときは、当該入札を延期し、又はこれを廃止

することがある。 

(7) 代理人による入札 

① 代理人が入札する場合は、入札時までに代理委任状を提出しなければならない。 

② 競争加入者等は、本件調達に係る入札について他の競争加入者の代理人を兼ねることが

できない。 

(8) 開札の日時及び場所 

令和 7 年 2 月 28 日 11 時 00 分 

電子入札による。 

(9) 開札 

① 開札は、電子入札にて行う。 

② 開札をした場合において、競争加入者等の入札のうち、予定価格の制限に達した価格の

入札がないときは、再度の入札を行う。再度入札の日時を別途通知のうえ実施する。 

 

５ その他 

(1) 契約手続きに使用する言語及び通貨  日本語及び日本国通貨 

(2) 競争加入者等に要求される事項 

① この一般競争に参加を希望する者は、前記３の競争参加資格を有することを証明する書

類（以下「競争参加資格の確認のための書類」という。）及び納入できることを証明する

書類を添付して、前記４の(3)の入札書類の受領期限までに提出しなければならない。 

② 競争加入者等は、開札日の前日までの間において、契約責任者から競争参加資格の確認

のための書類及び納入できることを証明する書類その他入札公告及び入札説明書において

求められた条件に関し、説明を求められた場合には、競争加入者等の負担において完全な

説明をしなければならない。 

③ 競争加入者等又は契約の相手方が本件調達に関して要した費用については、すべて当該

競争加入者等又は契約の相手方が負担するものとする。 

(3) 競争参加資格の確認のための書類及び納入できることを証明する書類 

① 競争参加資格の確認のための書類及び納入できることを証明する書類は別紙１により作

成する。 

② 資料等の作成に要する費用は、競争加入者等の負担とする。 

③ 契約責任者は、提出された書類を競争参加資格の確認並びに入札公告及び入札説明書に

示した物品の技術審査以外に競争加入者等に無断で使用することはない。 

④ 一旦受領した書類は返却しない。 
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⑤ 一旦受領した書類の差し替え及び再提出は認めない。 

⑥ 競争加入者等が自己に有利な評価を受けることを目的として虚偽又は不正の記載をした

と判断される場合には、入札公告及び入札説明書に示した物品の技術審査の対象としない。 

(4) 落札者の決定方法 最低価格落札方式とする。 

① 前記４の(4)に従い書類・資料を提出した競争加入者等であって、前記３の競争参加資格

及び入札説明書において明らかにした要求要件をすべて満たし、当該競争加入者等の入札

価格が本学が作成した予定価格の制限の範囲内で最低の価格をもって有効な入札を行った

競争加入者等を落札者とする。 

② 落札者となるべき者が２人以上あるときは、直ちに当該競争加入者等にくじを引かせ、

落札者を決定するものとする。また、競争加入者等のうち出席しない者又はくじを引かな

い者があるときは、入札執行事務に関係ない職員がこれに代わってくじを引き落札者を決

定するものとする。 

③ 入札公告において特定銘柄物品名又はこれと同等のものと特定した場合において、競争

加入者等からの同等のものを供給するとの申し出により入札書類を受領した場合で、競争

加入者等から提出された資料等に基づき開札日の前日までに同等の物品であると判断した

場合にのみ当該者の入札を落札決定の対象とする。 

④ 契約責任者は、落札者を決定したときは、その日の翌日から７日以内に、落札者を決定

したこと、落札者の氏名及び住所並びに落札金額を、落札者とされなかった競争加入者等

に書面により通知する。 

⑤ 落札者が、指定の期日までに契約書の取り交わしをしないときは、落札の決定を取り消

すものとする。 

⑥ 前記⑤のとき又は落札の決定後に契約の締結を辞退したときは、東海国立大学機構が発

注する契約に係る取引停止等の取扱要領に基づき、取引停止の措置を講じるものとする。 

(5) 手続きにおける交渉の有無  無 

(6) 契約書の作成 

① 競争入札を執行し、契約の相手方が決定したときは、契約の相手方として決定した日か

ら 10 日以内（契約の相手方が遠隔地にある等特別の事情があるときは、指定の期日まで）

に契約書の取り交わしをするものとする。 

② 契約書を作成する場合において、契約の相手方が遠隔地にあるときは、まず、その者が

契約書の案に記名押印し、更に契約責任者が当該契約書の案の送付を受けてこれに記名押

印するものとする。 

③ 前記②の場合において、契約責任者が記名押印したときは、当該契約書の一通を契約の

相手方に送付するものとする。 

④ 契約責任者が契約の相手方とともに契約書に記名押印しなければ、本契約は確定しない

ものとする。 

⑤ 提出された入札機器の技術仕様等について、すべて契約書にその内容を記載するものと

する。 

(7) 支払条件 
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検査職員が行う納入検査に合格したのち、適法な請求書の受理により一回に支払うものと

する。 

(8) 調達件名の検査等 

① 落札者が提出した納入できることを証明する書類の内容は、仕様書等と同様にすべて納

入検査等の対象とする。 

② 納入検査終了後、当該物品を使用している期間中において、落札者が提出した納入でき

ることを証明する書類について虚偽の記載があることが判明した場合には、落札者に対し

て損害賠償等を求める場合がある。 

③ 前記②の虚偽記載、納期遅延等の契約違反などについては、東海国立大学機構が発注す

る契約に係る取引停止等の取扱要領に基づき、取引停止の対象となる場合がある。 

 

 

 

 

（添付書類） 

別紙  競争参加資格の確認のための書類及び納入できることを証明する書類 

別紙様式 委任状記載例 

別冊  入札説明書補足資料 参考記載例 

別冊  契約書（案） 

別冊  仕様書 
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別 紙 

 

競争参加資格の確認のための書類及び納入できることを証明する書類 

 

 
１ 競争参加資格の確認のための書類   

(1) 令和 7 年度の参加資格審査結果通知書（機構が認定した資格又は全省庁統

一資格）の写し 

ただし、書類の提出期限までに、令和 7 年度の参加資格審査が完了してお

らず、提出が困難な場合は、令和 6 年度の参加資格審査結果通知書を提出

し、令和 7 年度の取得等級見込み文書を添付すること（取得見込み文書の

様式は自由とする）。また、審査結果通知書の取得後に直ちに令和 7 年度

の参加資格審査結果通知書を提出すること。 

･･････ 1 部 

(2) 法令等の定めによる許認可等に基づいて営業を行う必要がある場合にあっ

ては、その許可書の写し 
･･････  部 

(3) 入札公告において国際規格・日本工業規格等を指定した場合にあっては、当

該規格の物品を納入できることを証明した書類 
･･････  部 

(4) 入札公告において特定銘柄物品名又はこれと同等のものと特定した場合に

あっては、これらの物品を納入できることを証明した書類 
･･･････  部 

(5) 入札機器を納入できることを証明する次の各号の書類   

  ①代理店証明書等 ･･･････ 1 部 

  輸入品 ： 外国メーカー → 日本総販売代理店 → 取扱店 
               （外国語で作成の場合は、和訳を添付） 

国産品 ： 国内メーカー → 販売元 → 代理店 → 取扱店 

 

 ②販売委任状 （別冊参考記載例 1 を参照） 
（①の代理店証明書等を提出する場合は不要） 

･･･････ 1 部 

  ③納入確約証明書 （別冊参考記載例 2 を参照） ･･･････ 1 部 

(6) 入札公告において研究開発の体制が整備されていることとした場合にあっ

ては、当該体制が整備されていることを証明した書類 
･･･････  部 

(7) アフターサービス・メンテナンス体制が整備されていることの証明書 
                    （別冊参考記載例 3 を参照） 

･･･････ 1 部 

(8) 委任状（競争加入者が、入・開札に応じる場合は不要） ･･･････ 1 部 
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２ 納入できることを証明する書類 

(1) 入札機器の技術仕様書等 

  技術仕様書は別冊の仕様書に示す技術的要件の項目に応じて入札機器の性能等を数値又は

具体的な表現で記載すること。 

  ①提案書 （別冊参考記載例 4-1 参照） ･･･････ 5 部 

  ②構成一覧 （別冊参考記載例 4-2 参照） ･･･････ 5 部 

  ③提案技術仕様書 （別冊参考記載例 4-3 参照） ･･･････ 5 部 

(2) 入札機器のカタログ ･･･････ 5 部 

(3) 入札機器の平面図 ･･･････ 5 部 

(4) 入札機器の構成図・構成内訳 ･･･････ 5 部 

(5) 入札機器の設置に係る工事等図面 ･･･････  部 

(6) アフターサービス・メンテナンス体制が整備されていることの証明書 ･･･････ 5 部 

(7) その他、提出は任意であるがあれば望ましいもの 
 （公表された技術データ、提案設備を使用しての研究発表等の文献等） 

･･･････ 5 部 

    

３ その他の書類   

(1) 参考見積書 ･･･････ 1 部 

(2) 入札機器の定価証明書又は定価表 

 輸入品の場合は、定価設定日（令和○○年○○月○○日付）を明記する

こと。 

･･･････ 1 部 

(3) 入札機器の納入実績表 ･･･････ 1 部 
 
注）１．前記提出書類のうち、今回提案する入札機器には必要としない書類がある場合は、入札書

類の提出時までに連絡すること。 
２．その他、前記提出書類のほかに補足資料の提出を求める場合がある。 
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【委任状記載例 (1)社員等が入札のつど競争加入者の代理人となる場合】 
 

委 任 状 
 

令和○○年○○月○○日 

 
国立大学法人東海国立大学機構  御中 

 
 
      委任者（競争加入者） 

       住所 ○○市○○区○○町 1-1 
        ○○○○株式会社 

       氏名 代表取締役 ○ ○ ○ ○   

 
 
 
私は、○○ ○○を代理人と定め、下記の一切の権限を委任します。 

 
 

記 
 
 
令和 7 年 2 月 28 日国立大学法人東海国立大学機構において開札される「ブタ用大型アイソレー

ター 一式」の一般競争入札に関する件 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（注）これは記載例（様式及び記載内容）であり、必要に応じ適宜追加・修正等（委任

者が任意の様式で作成するものを含む。）があっても差し支えないこと。 
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【委任状記載例 (2)支店長等が一定期間競争加入者の代理人となる場合】 
 

委 任 状 
 

令和○○年○○月○○日 

 
国立大学法人東海国立大学機構  御中 

 
      委任者（競争加入者） 

       住所 ○○市○○区○○町 1-1 
        ○○○○株式会社 

       氏名 代表取締役 ○ ○ ○ ○   

 
私は、下記の者を代理人と定め、貴機構との間における下記の一切の権限を委任しています。 

 
記 

 
 受任者（代理人） 住所 ○○市○○区○○町 2-2 
     ○○○○株式会社 ○○支店 

    氏名 支店長 ○ ○ ○ ○ 

 
 委任事項  １．入札及び見積りに関する件 
    ２．契約締結に関する件 
    ３．入札保証金及び契約保証金の納付及び還付に関する件 
    ４．契約物品の納入及び取下げに関する件 
    ５．契約代金の請求及び受領に関する件 
    ６．復代理人の選任に関する件 
 
 委任期間  令和○○年○○月○○日 から 令和○○年○○月○○日 まで 

 

  
 
 
 
 
 
 
 

（注）これは記載例（様式及び記載内容）であり、必要に応じ適宜追加・修正等（委任

者が任意の様式で作成するものを含む。）があっても差し支えないこと。 
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【委任状記載例 (3)支店等の社員等が入札のつど競争加入者の復代理人となる場合】 
 

委 任 状 
 

令和○○年○○月○○日 

 

国立大学法人東海国立大学機構  御中 

 

      委任者（競争加入者の代理人） 

       住所 ○○市○○区○○町 2-2 
        ○○○○株式会社 ○○支店 

       氏名 支店長 ○ ○ ○ ○   

 
 
私は、○○ ○○を○○○○株式会社 代表取締役 ○○ ○○（競争加入者）の復代理人と定

め、下記の一切の権限を委任します。 

 

記 
 
 
令和 7 年 2 月 28 日国立大学法人東海国立大学機構において開札される「ブタ用大型アイソレー

ター 一式」の一般競争入札に関する件 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  （注）１．この場合、競争加入者からの代理委任状（復代理人の選任に関する委任が含まれ

ていること。）が提出されることが必要であること。（記載例(2)を参照） 
  （注）２．これは記載例（様式及び記載内容）であり、必要に応じ適宜追加・修正等（委任

者が任意の様式で作成するものを含む。）があっても差し支えないこと。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入札説明書補足資料  

 

 

 

参 考 記 載 例 
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【参考記載例 1】 

 

販 売 委 任 状 

 

 

                                                      令和○○年○○月○○日 

 

 

 国立大学法人東海国立大学機構 御中 

 

 

 

                                   住 所   ○○市○○区○○町 3-3 
                                   会社名   □□□□株式会社 

                                   代表者氏名 代表取締役 ○ ○ ○ ○  

 

 

 

 弊社は，令和 6 年 12 月 6 日付け官報入札公告の ブタ用大型アイソレーター 一式 

の調達において，○○○○株式会社と機構が物品供給契約を締結した場合，下記装置の

機構への販売を○○○○株式会社に委任します。 

 

 

                                     記 

 

 

○○○○○○装置 □□□□株式会社製 ◇◇◇◇型  1 台 
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【参考記載例 2】 

 

 

                                                      令和○○年○○月○○日 

 

 

納 入 確 約 証 明 書 

 

 

 

 

  国立大学法人東海国立大学機構 御中 

 

 

 

 

                                  住 所   ○○市○○区○○町 1-1 
                                  会社名   ○○○○株式会社 

                                  代表者氏名 代表取締役 ○ ○ ○ ○  

 

 

 

 

 弊社は，令和 6 年 12 月 6 日付け官報入札公告の ブタ用大型アイソレーター 一式 

の調達において，弊社と機構が物品供給契約を締結した場合，当該装置一式を納入期限

（令和 7 年 7 月 31 日）までに機構の指定場所へ納入できることを証明します。  
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【参考記載例 3】 

 

 

アフターサービス・メンテナンス体制証明書 
 

                                                    令和○○年○○月○○日 

 

 国立大学法人東海国立大学機構 御中 

 

 

                                  住 所   ○○市○○区○○町 1-1 
                                  会社名   ○○○○株式会社 

                                  代表者氏名 代表取締役 ○ ○ ○ ○  

 

 

 

 弊社は，「ブタ用大型アイソレーター 一式」において，次のとおりの体制を整えて

いることを証します。  

 

国 立 大 学 法 人  東 海 国 立 大 学 機 構 

        

  依頼、相談    回答、保守体制 

 

○○○○株式会社 ○○支店 

営業担当：○○ ○○ TEL:000-000-0000     回答、保守体制 

 

  依頼、相談    回答、保守体制 

 

○○○○株式会社 ○○支店 

技術担当：○○ ○○ TEL:000-000-0000 
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【参考記載例 4-1】 

 

 

国 立 大 学 法 人 東 海 国 立 大 学 機 構 

 

ブタ用大型アイソレーター 一式  
 

ご 提 案 技 術 仕 様 書 

 

 

 

 

令和○○年○○月○○日 

 

○○市○○区○○町○○丁目○○番地 

 

○○○○株式会社 

 

代表取締役 ○ ○ ○ ○  

 

 

 

  注 用紙サイズは，Ａ列４判とする。 

 

 

 

 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 

 

 

 

 

令和 6 年 12 月 6 日付け官報入札公告の「ブタ用大型アイソレーター 

一式」の入札に関する関係書類を提出いたしますので，ご査収くださ

い。  
貴機構のご要求内容を十分に検討しました結果，弊社取扱製品におい

て，別添の構成一覧表からなる「○○○○システム」をご提案いたしま

す。 

本提案システムは，貴機構のご要求を十分満たしており，必ずお役に

たつものと考えていますので，何卒，本提案書ご高覧の上，ご配慮くだ

さいますようお願い申しあげます。 

 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 

 

 

  注 用紙サイズは，A 列 4 判とする。 

 

※ 添付書類として，構成一覧表【参考記載例 4-2】及び提案技術仕様書【参考記載例

4-3】を添付する。 
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【参考記載例 4-2】 

 

                     ○○○○システム一式 構成一覧表 

 

 

品    名 

 

規格 (ﾒｰｶｰ名･型式等) 
 

数  量 

 

備  考 

 

１ 

 

 

 

 

 

○○○○装置本体 

 内訳 ○○操作部 

      ○○記憶装置 

      ○○記録部 

      ○○○○○○ 

 

□□□□・□□□□ 

□□□□・□□□□ 

□□□□・□□□□ 

◇◇◇◇・□□□□ 

◇◇◇◇・□□□□ 

 

      ○式 

○台 

○台 

○台 

○台 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 2-1 
 

 

 

 2-2 
 

 

 

 

○○○○システム 

内訳 本体 (ｺﾝﾄﾛﾗ内蔵) 
     ○○記録計 

     ○○ソフト 

     ○○○○○○ 

     本体 (ｺﾝﾄﾛﾗ内蔵) 
     ○○記録計 

     ○○ソフト 

     ○○○○○○ 

 

□□□□・□□□□ 

□□□□・□□□□ 

□□□□・□□□□ 

◇◇◇◇・□□□□ 

◇◇◇◇・□□□□ 

□□□□・□□□□ 

□□□□・□□□□ 

◇◇◇◇・□□□□ 

◇◇◇◇・□□□□ 

 

      ○式 

   ○式 

○台 

○台 

○台 

   ○式 

○台 

○台 

○台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

○○○○測定器 

 

□□□□・□□□□ 

 

      ○台 

 

 

 

４ 

 

○○○○分析器 

 

□□□□・□□□□ 

 

      ○台 

 

 

 

５ 

 

○○○○装置 

 

◇◇◇◇・◇◇◇◇ 

 

      ○基 

 

 

 

６ 

 

 

据付調整等 

 

 

 

 

 

      ○式 

 

 

 

 

 

 

 注１ 品名は，提案した製品名で差し支えないが，欧文名はカタカナで記載する。 

  ２ 外国製品の場合は，生産国名を含めて記載する。 

  ３ 用紙サイズは，A 列 4 判縦とする。 
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【参考記載例 4-3】 

 

                    ○○○○システム一式 提案技術仕様書 

 

                                               会社名 ○○○○株式会社 

 

仕様項目 

 

仕 様 項 目 内 容         

 

提 案 仕 様 内 容         

 

備   考 
 
１ 
 1-1 
  1-1-1 
  1-1-2 
  1-1-3 
   ～    
 1-2 
 
  1-2-1 
  1-2-2 
   ～    
２ 
 2-1 
  2-1-1 
  2-1-2 
  2-1-3 
   ～    
 2-2 
 
  2-2-1 
  2-2-2 
  2-2-3 
  2-2-4 
   ～    
 2-3 
 
  2-3-1 
  2-3-2 
 
   ～    
３ 
 3-1 
  3-1-1 
  3-1-2 
   ～    
 3-2 
 
  3-2-1 
   ～    
 

 
○○○○○○○○ｼｽﾃﾑ 
‥‥装置 
 ……………………… 
 ……………………… 
 ……………………… 
         ～          
‥‥装備 
 
 ……………………… 
 ……………………… 
         ～          
‥‥装置 
‥‥測定器 
 ……………………… 
 ……………………… 
 ……………………… 
         ～          
‥‥装備 
 
 ……………………… 
 ……………………… 
 ……………………… 
 ……………………… 
         ～          
‥‥装備 
 
 ……………………… 
 ……………………… 
 
         ～          
‥‥装備 
‥‥分析器 
 ……………………… 
 ……………………… 
         ～          
‥‥装備 
 
 ……………………… 

         ～          
 

 
 製品名,生産国名,ﾒｰｶｰ名, 
 型式,数量, 
 ……………………… 
 ……………………… 
 ……………………… 
         ～ 
 製品名,生産国名,ﾒｰｶｰ名, 
 型式,数量, 
 ……………………… 
 ……………………… 
         ～ 
 製品名,生産国名,ﾒｰｶｰ名, 
 型式,数量, 
 ……………………… 
 ……………………… 
 ……………………… 
         ～ 
 製品名,生産国名,ﾒｰｶｰ名, 
 型式,数量, 
 ……………………… 
 ……………………… 
 ……………………… 
 ……………………… 
         ～ 
 製品名,生産国名,ﾒｰｶｰ名, 
 型式,数量, 
 ……………………… 
 ……………………… 
 ……………………… 
         ～ 
 製品名,生産国名,ﾒｰｶｰ名, 
 型式,数量, 
 ……………………… 
 ……………………… 
         ～ 
 製品名,生産国名,ﾒｰｶｰ名, 
 型式,数量, 
 ……………………… 

         ～ 
 

 
 
 
ｶﾀﾛｸﾞ 1-1 
ｶﾀﾛｸﾞ 1-2,資料 1 
ｶﾀﾛｸﾞ 1-3,図 1 
 
 
 
ｶﾀﾛｸﾞ 2-1 
ｶﾀﾛｸﾞ 2-2,資料 2 
 
 
 
ｶﾀﾛｸﾞ 3-1 
ｶﾀﾛｸﾞ 3-2,資料 3 
ｶﾀﾛｸﾞ 3-3,文献 1 
 
 
 
ｶﾀﾛｸﾞ 4-1,図 2 
ｶﾀﾛｸﾞ 4-1 
ｶﾀﾛｸﾞ 4-2,資料 4 
ｶﾀﾛｸﾞ 4-3 
 
 
 
ｶﾀﾛｸﾞ 5-1 
ｶﾀﾛｸﾞ 5-2,資料 5 
 
 
 
 
ｶﾀﾛｸﾞ 6-1 
ｶﾀﾛｸﾞ 6-2,資料 6 
 
 
 
ｶﾀﾛｸﾞ 7-1,図 3 
 
 

 

注１ 会社名は応札業者名とする。 

２ 「仕様項目」欄は，機構仕様書の項番を記載する。 

３ 「仕様項目内容」欄は，機構仕様書の仕様内容を記載する。（性能，機能以外

に関する要件も含める。） 

４ 「提案仕様内容」欄は，応札業者の提案仕様内容を記載する。なお，記載した

性能，機能等は「備考」欄に証明できる資料番号等を記載する。 

５ 「備考」欄に記載した資料（カタログ，図面，文献，証明書等）は，資料毎に

整理番号を付して，検索し易くする。 

６ 用紙サイズは，A 列 4 判とする。 
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【参考記載例 5】 

 

                ○○○○システム一式 提案仕様項目別対照表 ※ 

 

                             技術審査職員               ※ 

 

 

仕様項目 

 

仕 様 項 目 内 容         

 

提 案 仕 様 内 容         

 

審 査 結 果    

 

備 考 
 
１ 
 1-1 
  1-1-1 
  1-1-2 
  1-1-3 
   ～    
 1-2 
 
  1-2-1 
  1-2-2 
   ～    
２ 
 2-1 
  2-1-1 
  2-1-2 
  2-1-3 
   ～    
 2-2 
 
  2-2-1 
  2-2-2 
  2-2-3 
  2-2-4 
   ～    
 2-3 
 
  2-3-1 
  2-3-2 
 
   ～    
３ 
 3-1 
  3-1-1 
  3-1-2 
   ～    
 3-2 
 
  3-2-1 
   ～    
 

 
○○○○○○○○ｼｽﾃﾑ 
‥‥装置 
 ……………………… 
 ……………………… 
 ……………………… 
         ～          
‥‥装備 
 
 ……………………… 
 ……………………… 
         ～          
‥‥装置 
‥‥測定器 
 ……………………… 
 ……………………… 
 ……………………… 
         ～          
‥‥装備 
 
 ……………………… 
 ……………………… 
 ……………………… 
 ……………………… 
         ～          
‥‥装備 
 
 ……………………… 
 ……………………… 
 
         ～          
‥‥装備 
‥‥分析器 
 ……………………… 
 ……………………… 
         ～          
‥‥装備 
 
 ……………………… 

         ～          
 

 
 製品名,生産国名,ﾒｰｶｰ名, 
 型式,数量, 
 ……………………… 
 ……………………… 
 ……………………… 
         ～ 
 製品名,生産国名,ﾒｰｶｰ名, 
 型式,数量, 
 ……………………… 
 ……………………… 
         ～ 
 製品名,生産国名,ﾒｰｶｰ名, 
 型式,数量, 
 ……………………… 
 ……………………… 
 ……………………… 
         ～ 
 製品名,生産国名,ﾒｰｶｰ名, 
 型式,数量, 
 ……………………… 
 ……………………… 
 ……………………… 
 ……………………… 
         ～ 
 製品名,生産国名,ﾒｰｶｰ名, 
 型式,数量, 
 ……………………… 
 ……………………… 
 ……………………… 
         ～ 
 製品名,生産国名,ﾒｰｶｰ名, 
 型式,数量, 
 ……………………… 
 ……………………… 
         ～ 
 製品名,生産国名,ﾒｰｶｰ名, 
 型式,数量, 
 ……………………… 

         ～ 
 

 
 
 
 空  
 
 
 
 
 
 
 
 欄  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 空  
 
 
 
 
 
 
 
 欄  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

注１ ※の標題等は，1 頁のみ記載する。 

２ 「仕様項目」欄は，機構仕様書の項番を記載する。 

３ 「仕様項目内容」欄は，機構仕様書の仕様内容を記載する。（性能，機能以外

に関する要件も含める。） 

４ 「提案仕様内容」欄は，応札業者の提案仕様内容を記載する。 

５ 用紙サイズは，A 列 4 判縦とする。 
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【参考例：◇委任状、□入札書】  

会社 （競争参加資格者＝社長） 東海国立大学機構  （電子入札） 

            

１．競争加入者本人が参加   

社 長  社 長（社長が自ら入札する） 

 

【競争加入者】  

◇委任状なし 

 

【競争加入者】  

 

 

２．代理人が参加  

   

社 長  支店長、営業社員等   

【競争加入者】 

 

 

入札のつど代理人  

◇委任状記載例(1) 
 

【代理人】  

 

 

３．代理人に選任された復代理人が参加  

  

社 長   

 

【競争加入者】  

   

  

一定期間代理人  

◇委任状記載例(2) 

  

支店長等  営業社員等  

 
【代理人】  

 

 

入札のつど復代理人  

◇委任状記載例(3)  
【復代理人】  

 

 



 

 

物品供給契約書（案） 
 
供給すべき物品の表示 ブタ用大型アイソレーター 一式 
   （構成内訳は別紙のとおり） 
 
代 金 額 金             円也 
   （うち消費税額及び地方消費税額         円） 
 
 
 発注者 国立大学法人東海国立大学機構 と 供給者 ○○○○○○○○ との間において、

上記の物品（以下「物品」という。）について、上記の代金額で次の条項によって供給契約を締

結する。 
 
第 １ 条  供給者は、発注者に対し物品の供給をする。 
第 ２ 条  この契約において、供給者が履行すべき給付内容は、仕様書及び供給者が入札に際し

提出した入札機器の技術仕様書その他の書類で明記されたものとする。 
第 ３ 条  物品は、岐阜大学高等研究院指定の場所に納入する。 
第 ４ 条  物品の納入期限は、令和 7 年 7 月 31 日とする。 
第 ５ 条  納品書は、東海国立大学機構岐阜大学財務部経理第一課に送付する。 
第 ６ 条  代金は、1 回に支払う。 
第 ７ 条  代金の請求書は、東海国立大学機構岐阜大学財務部経理第一課に送付する。 
第 ８ 条  物品の保証期間は、1 年とする。 
第 ９ 条  契約保証金は、免除する。 
第 10 条  この契約についての必要な細目は、東海国立大学機構物品供給契約基準（令和 5 年 4

月 1 日改訂）による。 
第 11 条  この契約について、発注者供給者間に紛争を生じたときは、双方協議の上これを解決

する。 
第 12 条  この契約に定めのない事項について、これを定める必要がある場合は、発注者供給者

間において協議して定める。 
 
 上記契約の成立を証するため、発注者供給者は次に記名押印する。 
 この契約書は 2 通作成し、双方で各 1 通を所持する。 
 
 
 令和  年  月  日 
 
 
    発注者  名古屋市千種区不老町 1 
      国立大学法人 東海国立大学機構 
      機構長     松尾 清一  印 
 
 
    供給者 （住 所） 
     （氏 名）           印 
 
 
      （代理人） 



別 紙 

 
 

ブタ用大型アイソレーター 一式 
 

（構成内訳） 

 
 １．ブタ用アイソレーター（大）    4 式 

 
 
搬入、据付、配線、調整及び教育一式を含む 

 



提出書類についてのお願い 

 
 

１．提出書類により，入札機器が仕様書の技術的要件を満たしているか否かを審査しますの

で，カタログ等の各要件を満たすことが確認できる箇所に，下線やマーカーを引くなどし

た上で，該当する仕様項目番号を記載願います。 

２．提出書類については，電子データでのご提供をお願いします。これにより難い場合は，

提出部数が 5 部の書類については，各書類 1 部ずつを一つのファイルに綴じ，書類ごとに

インデックスを付すなどして整理の上，1 部は名古屋大学，４部は岐阜大学へ提出願いま

す。ただし，入札説明書補足資料【参考記載例 4-3】「提案技術仕様書」は，書面で提出し

た場合でも，電子データのご提供を願いします。その他の書類については，名古屋大学へ

提出願います。なお，当該電子データは，下記担当者宛に電子メールにてご提出ください。 

３．応札される場合は，提案技術仕様書の様式（本学の仕様内容が入力されたもの）を電子

データでご提供しますので，下記担当者までお申し出ください。 

４．参考記載例の「入札書」及び「委任状」を使用する場合は，【 】書きの部分，注意書き

及びページ番号を消去した上でご使用願います。 

５．据付工事等を要する場合は，その積算根拠が分かる資料として，作業工程表，作業工数

表，作業単価表等をご提出願います。また，参考見積書には，作業ごとの内訳を記載願い

ます。 

６．その他，補足資料の提出を求める場合があります。 

 
◆◇照会及び書類の提出先(名古屋大学)◇◆ 

〒464-8601 名古屋市千種区不老町 
国立大学法人東海国立大学機構 財務部 
経理第一課 契約グループ（第二契約） 
担当者：伊藤 哲 
TEL：052-789-2083  FAX：052-789-5560 
E-mail：itou.satoshi.e3@mail.f.thers.ac.jp 
 

◆◇書類の提出先(岐阜大学)◇◆ 
〒501-1193 岐阜市柳戸 1 番 1 
国立大学法人東海国立大学機構 財務部 
経理第一課 契約グループ（第三契約） 
担当者：青山 尚史 
TEL：058-293-2483  FAX：059-293-2662 
E-mail：aoyama.takashi.c7＠mail.f.thers.ac.jp 



 

 

ブタ用大型アイソレーター 一式 

Isolator for medium-sized animals 1set 
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令和６年１０月 

国立大学法人 東海国立大学機構 

  



Ⅰ 仕様書概要説明 
 
１. 調達の背景及び目的 
 岐阜大学高等研究院One Medicineトランスレーショナルリサーチセンターは、医・獣・薬・工学等
の異分野の研究者が有機的につながり創薬シーズの開発・育成を強力に推進し、非臨床試験に進むま
でに、創薬シーズの有用性を判断する研究によって、成功率の高い創薬シーズを効率よく選別し、我
が国の創薬・先端医療研究に貢献することを目的としたセンターである。 
上記の研究をさらに推進するため、岐阜大学構内の既存の施設の改修工事を行い、新たな研究スペ

ースの確保を図っているところである。 
本調達は、新たな研究スペースに動物実験用スペースを確保し、その中にブタ用大型アイソレータ

ーを導入することで、新たな研究環境整備を図るものである。 
 
２．調達品目名及び構成内訳 
  ブタ用大型アイソレーター 一式 
  （構成内訳） 
   １．ブタ用アイソレーター（大） 4 式 
   搬入、据付、配線、調整及び教育一式を含む 
 
３．技術的要件の概要 
３－１ 本調達品に係る性能、機能及び技術等（以下「性能等」という）の要求要件（以下「技術

的要件」という）は「Ⅱ 調達物品に備えるべき技術的要件」に示すとおりである。 
３－２ 技術的要件は全て必須の要求要件である。 
３－３ 必須の要求要件は、本学が必要とする最低限の要求要件を示しており、入札機器の性能が

これを満たしていないと判定された場合は不合格となり、落札決定の対象から除外する。 
３－４ 入札機器の性能等が技術的要件を満たしているか否かの判定は、本学技術審査委員会が、

入札機器に係る技術仕様書その他の入札説明書で求める提出資料の内容を審査して行う。 
 

４．その他 
４－１ 導入に関する留意事項 
４－１－１ 導入スケジュールについては、本学担当者と搬入予定日、設置作業予定日、期間等に

ついて協議し、その指示に従い、令和７年７月３１日までに納入を完了すること。 
４－１－２ 調達機器の搬入に際しては、本学設備に損傷を与えないよう十分な注意をするととも

に、納入時には供給者が必ず立ち会うこと。 
４－２ 提案に関する留意事項 
４－２－１ 技術的仕様等に関する留意事項としては、提案する機器が入札時点で原則として製品

化されていること。入札時点で製品化されていない機器により応札する場合には、技
術的要件を満たすこと及び納入期限までに製品化され納入できることを証明するこ
と。 

４－２－２ 提案に関しては、提案する機器が本仕様書の要求要件をどのように満たすか、あるい 



はどのように実現するかを要求要件毎に記載すること。提案が仕様を満たしているこ 
とを提出書類のどの部分で証明できるか、参照すべき箇所を明示すること。参照すべ 
き箇所が仕様書、説明書、カタログなどである場合は、アンダーラインを付したり、 
色付けしたり、余白に大きく矢印を付したりすることによって該当部分をわかりやす 
く示しておくこと。したがって、審査するに当たって提案の根拠が不明確、説明が不 
十分で技術審査に重大な支障があると本学の技術審査委員会が判断した場合は、要求 
要件を満たしていないものとみなす。 

４－２－３ 提案された内容等について、問合せやヒアリングを行うことがある。 
４－２－４ 提出資料等に関する照会先を明記すること。 

  



Ⅱ 調達物品に備えるべき技術的要件 
 
（性能・機能に関する要件） 
１．ブタ用アイソレーター（大）については、以下の要件を満たすこと。 
１－１ ブタを飼育および収容できる密閉型チャンバーで構成されていること。チャンバー間で個

別にアイソレートされ、アイソレーター同士のコンタミネーションが発生しない機能を有
していること。 

１－２ 外寸法は幅 1,100mm×奥行き 1,500mm×高さ 2,200mm 以下であること。 
１－３ アイソレーター内部飼育エリア底面積は 1.35m2以上あり ILAR 規格【1.35m2以上/高さ

820mm 以上(ブタ 25kg～50kg)】に準拠していること。 
１－４ アイソレーター本体の材質は、ステンレス製（SUS304、厚さ 1.5mm、片側研磨仕上げ）で

あること。また、前面扉部はステンレス製角パイプ枠部にて構成され、枠部内側は内部目
視用透明塩ビ板を敷設し、扉部枠部に敷設されたシリコンパッキンにより密閉する構造で
あること。また、シリコンパッキンは交換可能であること。 

１－５ アイソレーター内部は角部直角仕上げ、ステンレス材研磨無し仕上げとすること。 
１－６ アイソレーター部キャスター（4 か所）は耐熱性 MC ナイロン製であり、100φ車輪であ

り、前面部キャスターはストッパータイプであること。また、キャスターはホルマリンお
よび二酸化塩素による燻蒸に対応しており、交換可能であること。加えて、アイソレータ
ーの高さ調整を行うステンレス製アジャスターをキャスター横に 4か所設置すること。 

１－７ チャンバーは、感染拡散防止のため、通常運転時には、陰圧に制御されていること。 
１－８ チャンバーの給気側及び排気側には、HEPA フィルター（0.3μｍ粒子 99.97％以上捕集）

を 1 枚装着すること。給気、排気 HEPAフィルター外装はホルマリンおよび二酸化塩素に
よる燻蒸に対応するために金属製であること。 

１－９ アイソレーター内の陰圧度（差圧）が確認できるマノメーターが前面部に設置されている
こと。 

１－10 給気用 HEPAフィルターはアイソレーター天井部の前面側に敷設されること。給気用プレ
フィルター、給気 HEPAフィルターを介してアイソレーター内部にクリーンエアが供給さ
れること。 

１－11 排気装置はアイソレーター天井部後部に枠台座上に設置されており、転倒防止対策を有し
ていること。 

１－12 排気 HEPA フィルターは排気装置内部に敷設されること。排気用サランネットおよび排気
用プレフィルター、排気HEPA フィルターを介して排気ブロアを経て排気されること。 

１－13 チャンバー内の陰圧度をコントロールするために、排気装置にはインバーター制御タイプ
の排気ブロアが搭載されていること。また、排気ブロアをコントロールする風量調節用ス
ピードコントローラーが搭載されていること。 

１－14 風量調整用スピードコントローラーによりアイソレーター内の陰圧度が-80Pa～-200Pa の
範囲で常時性能が発揮されること。 

１－15 排気装置制御盤には、漏電遮断装置付の電源スイッチ、排気 HEPA フィルターの圧損を確
認できるマノメーターが敷設されていること。 



１－16 アイソレーター扉部は２か所のワンタッチ錠前にて開閉可能で、扉部敷設のシリコンパッ
キンにてアイソレーターの密閉を保持できること。 

１－17 アイソレーター扉部に透明塩ビ製グローブポートを 2か所有し、開口部内寸は 200φであ
ること。グローブポート 2 か所が取り付けられている中央部小扉はワンタッチ錠前にて密
閉し、抜差丁番により開閉可能であること。 

１－18 アイソレーター両側面にも透明塩ビ製グローブポートが敷設されていること。左右 1 ヶ所
ずつで 2ヶ所敷設されていること。 

１－19 グローブポートに取り付けられるネオプレーンゴム製グローブがアイソレーター内部に飼
育されているブタに悪戯されず破損しないような機構を有していること。 

１－20 アイソレーター左側面前面部に取外式ステンレス製給餌ボックスがセットでき、取付時は
密閉が保たれる機構を有していること。餌は給餌ボックス上部から入れることが可能で、
給餌ボックスからアイソレーター内部の給餌用シュートを介して、アイソレーター内部前
側にセットされているステンレス製給餌器に入る構造であること。 

１－21 アイソレーター内部前側にステンレス製給餌器又は給水器がセットできること。 
１－22 アイソレーター内部の飼育エリアのスノコは 2 分割タイプの PVC樹脂製スノコであるこ

と。スノコ下部には PVC樹脂製スノコ受けステンレス製パイプが６本敷設されているこ
と。 

１－23 アイソレーター扉部に固定式パスボックスを有していること。パスボックスにはステンレ
ス製給水器や給餌器を入れることができ、パスボックス内部が目視可能であること。 

１－24 アイソレーター天井部には LED 照明装置があり、透明塩ビ板を介してアイソレーター内
部を照らすことが可能であること。点灯、消灯を制御できるタイマー機能を有すること。
また、手動スイッチにより LED 照明を点灯、消灯することが可能であること。LED照明
装置はアイソレーター外部に敷設され、LED 照明装置が不具合の場合は容易に交換可能で
あること。 

１－25 チャンバーの底部は、前側へ排水が流れる排水勾配を持ち、アイソレーター前側に排水孔
を有していること。排水孔と接続する排水用ボールバルブ【配管呼び径 50A/孔部直径約
60mm】により密閉されること。また、排水用ボールバルブ下には排水・汚物回収用ステン
レス製回収缶を置くことができ、アイソレーターから排水された汚水を排水用ボールバル
ブを開栓することにより廃棄できる構造を有すること。 

１－26 アイソレーター天井部に設置されている排気装置からの排気は天井部に敷設した 100φ～
150φの排気口にビニールダクトホースなどで接続をすること。 

１－27 アイソレーター背面部にチェーンによる転倒防止対策が施工すること。壁面との固定式の
転倒防止対策以外の方策とし、本体及び建物側にチェーンを止める金具を設置し、チェー
ンでつなぐこと。 

 
（性能・機能以外に関する要件） 
１．設置条件等 
１－１ 本機器は、岐阜大学入院動物舎感染動物飼育室（中動物）に設置すること。 



１－２ 納入場所において、本学担当者立会いのもと、仕様書に基づき機器の内容・構成・動作確
認を行い、引き渡しを受けるものとする。 

１－３ 本調達に伴う全ての機器搬入、据付、配線、配管、調整の設置作業は本調達に含むものと
し、本学の業務に支障をきたさないよう本学の担当職員と協議の上その指示に従うこと。
また、搬入の際には供給者が立ち会い、本学の施設に損傷を与えないよう十分な注意を払
うように努めること。必要があれば納入経路に養生等を施すこと。また、万一、本学の建
物・設備等に損傷を与えた場合は、供給者の責任において、原状復帰するものとする。 

１－４ 本学が用意する一次側排気設備以外に必要な電源設備、配管・空調設備がある場合は、本
学担当者と協議し、その指示に従い費用は本調達に含むものとする。 
（本学が用意する一次側設備概要） 
AC100V 電源コンセント（アース付）、天井部排気口【100φ～150φ】 

 
２．保守・支援体制 
２－１ 通常の使用で発生した故障の修理及び保守点検を実施できること。 
２－２ 本学にて納入検査を行った後１年間は、通常の使用により故障した場合は、無償修理に応

じること。また、納入検査確認後 7 年間は、部品交換等の修理対応ができること。 
２－３ 納入後明らかとなった瑕疵については､受注者の負担において機器及び部品を交換するこ

と。 
２－４ 障害発生通知後、48 時間以内（土、日、休日を含む）に日本語を話せ、実験用ブタ飼育設

備に関する知識を有する専門の技術者より連絡し、訪問日程を決定して派遣修理を行うこ
とができる体制であること。 

 
３．教育 
３－１ 導入時教育訓練は、本学が指定する日時、場所で 1 回以上行うこと。 
３－２ 日本語版マニュアルを 3部提供すること。 
 

４．その他 
４－１ 本仕様に記載の無い事項については、両者協議の上、決定するものとする。 
４－２ 本機構の適正な会計処理を行うため、今後、機構が年１回実施する納入機器等の再調達価

格の調査において必要な書類を提出すること。 
 

 


